
１．「浄土真宗の教章（私の進む道）」制定の経緯

２．解説

じょうどうしんしゅう　きょうしょう

（１）題号 浄土真宗の教章

　　わたし　あゆ　　みち

（２）副題 （私の歩む道）

 じょうどしんしゅう

（３）宗名 浄土真宗　

しんらんしょうにん

（４）宗祖 親鸞聖人

  たんじょう                                         じょうあん

　　(ご開山） ご誕生　 １１７３年５月２１日　（承安 ３年４月１日）

  おうじょう                                         こうちょう

ご往生 　１２６３年１月１６日　（弘長 ２年11月２８日）

じょうどしんしゅう 　 ほんがんじは

（５）宗派 浄土真宗  本願寺派

りゅうこくざん  　ほんがんじ

（６）本山 龍谷山　本願寺

　あみだにょらい           なもあみだぶつ

（７）本尊 阿弥陀如来（南無阿弥陀仏）

  しゃかにょらい　　と　　　           じょうどさんぶきょう

（８）聖典 ・釈迦如来が説かれた｢浄土三部経」

   　　ぶっせつむりょうじゅきょう　　       ぶっせつかんむりょうじゅきょう  　　　ぶっせつあみだきょう

　「仏説無量寿経」　　「仏説観無量寿経」　　「仏説阿弥陀経」

   しゅうそ　しんらんしょうにん　ちょじゅつ　おも　しょうぎょう

・宗祖　親鸞聖人が著述された主な聖教

  　しょうしんねんぶつげ　　　きょうぎょうしんしょう　ぎょうかんまつ　げもん

　「正信念仏偈」　（「教行信証」行巻末の偈文）

  　   じょうどわさん               こうそうわさん                  しょうぞうまつわさん

　「浄土和讃」 　「高僧和讃」   「正像末和讃」

　ちゅうこう　そ　　れんにょしょうにん　てがみ

・中興の祖　蓮如上人のお手紙

　　　　ごぶんしょう

　「御文章」　

Ⅰ．浄土真宗の教章

「浄土真宗の教章（私の進む道）」を理解するために



　　あみだにょらい　　　　　　ほんがんりき　　　　　　　　　　しんじん　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんぶつ

（９）教義 阿弥陀如来の本願力によって信心をめぐまれ、念仏を

　もう　　　じんせい　　　あゆ　　　　　　　　　　　　　よ　　　　えん　　　つ　　　　　　　　　　　じょうど

申す人生を歩ゆみ、この世の縁が尽きるとき浄土に

　う　　　　　　　　　ほとけ　　　　　　　まよ　　　　　　よ　　　　かえ　　　　　ひとびと　　　きょうけ

生まれて仏となり迷いの世に還って人々を教化する。

しんらんしょうにん　おし                              あみだにょらい　　　　こころ

(10)生活 親鸞聖人の 教えにみちびかれて、阿弥陀如来のみ心を

きき　　　ねんぶつ　とな　　　　　　　　　　　　　　　　み

聞き、念仏を称えつつ、つねにわが身をふりかえり、

ざんぎ　かんぎ　　　　　　　　　　　げんせきとう

慚愧と歓喜のうちに、現世祈祷などにたよることなく、

ごおんほうしゃ　　せいかつ　　おく

御恩報謝の生活を 送る。

　　　しゅうもん　しんらんしょうにん　おし　　　あおぎ　　ねんぶつ　もう　　ひとびと

(11)宗門 この宗門は、親鸞聖人の 教えを仰ぎ、念仏を申す人々の

つど　どうぼうきょうだん　　　　　ひとびと　　あみだにょらい　　　ちえ　　　じひ

集う同朋教団であり、人々に阿弥陀如来の智慧と慈悲を

つた　　　きょうだん　　　　　　　　　　　　　　　　　じた　　　　　　こころゆたか

伝える教団である。それによって、自他ともに心豊かに

 い　　　　　　　　　　　　　　しゃかい　じつげん　こうけん

生きることのできる社会の実現に貢献する。



１．「浄土真宗の教章（私の歩む道）」制定の経緯

２００８（平成20)年４月１５日、立教開宗記念法要（春の法要）ご満座でのご親教で、ご
門主から、新しく「浄土真宗の教章（私の歩む道）」がご制定になりました。

　ご親教にて、ご門主は、

　　宗祖親鸞聖人のご誕生八百年・立教開宗七百五十年を控えた１９６７１９６７１９６７１９６７（（（（昭和昭和昭和昭和４４４４
２２２２））））年年年年４４４４月月月月、、、、当時の宗門を憂えられた大谷光照門主が「「「「浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗のののの教章教章教章教章」」」」をををを定定定定めらめらめらめら
れましたれましたれましたれました。。。。

　　そして、親鸞聖人の流れをくむものとして、心に銘ずべき肝要を示されました。

　　以来四十年余り、そのご教示は、浄土真宗門徒の信仰生活の規範となってき
ました。

　　一方、宗門は１９４６（昭和２１）年に制定された「宗制」を根本にして活動してき
ましたが、このたび「宗制」が改正され、時代を超えた不変のことがらと時代に即応
すべきことが整えられました。
　　　　　　　　　　　　　（『本願寺新報』２００８<平成２０>年４月１５日　号外）

　とお述べになり、また、

　　　　　　　　このこのこのこの「「「「教章教章教章教章」」」」はははは、、、、わがわがわがわが宗門宗門宗門宗門にににに集集集集うううう方方方方々々々々にににに、、、、ぜひぜひぜひぜひ心得心得心得心得ていただきたいていただきたいていただきたいていただきたい浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗のののの
要旨要旨要旨要旨でありますでありますでありますであります。。。。

　　　　　　　　同時同時同時同時にににに、、、、新新新新たにごたにごたにごたにご縁縁縁縁のできたのできたのできたのできた方方方方にににに、、、、みみみみ教教教教えをえをえをえを理解理解理解理解していただくためのしていただくためのしていただくためのしていただくための手引手引手引手引きできできできで
もありますもありますもありますもあります。。。。

　とお述べになって、新しい「教章」についてお示しくださいました。

そして、

　　私たちは、近く宗祖親鸞聖人の七百五十回大遠忌をお迎えいたしますが、この
大遠忌を機縁に、先人の方々が身をもって伝えてくださった親鸞聖人のおこころを
深く受けとめ、浄土真宗のみ教えを混迷の時代を導く灯火（ともしび）として高く掲
げ、人々に広く伝えながら、ともに世の安穏をめざして歩みたいと思います。

　　この「教章」を身近に備え、折にふれて参照し、浄土真宗に親しんでくださるよう
期待します。

と、この「教章」を大切にするべきと深い思いをお示しくださいました。

　　このように「「「「浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗のののの教章教章教章教章（（（（私私私私のののの歩歩歩歩むむむむ道道道道）」）」）」）」はははは、、、、２００８２００８２００８２００８（（（（平成平成平成平成20202020))))年年年年４４４４月月月月１１１１日日日日、、、、宗門
の最高法規である「宗制」全面改正され、施行されたことを受けて、同年４月１５日にご
門主によって新新新新しいしいしいしい「「「「浄土真宗浄土真宗浄土真宗浄土真宗のののの教章教章教章教章（（（（私私私私のののの歩歩歩歩むむむむ道道道道）」）」）」）」がががが制定制定制定制定されましたされましたされましたされました。。。。

　　宗門の最高法規である「宗制」を根源に置き、宗門にご縁のある一人ひとりが、心
得ておくべき浄土真宗の要旨を明確に示してくださったのです。今後はこの「教章」を
大切にして浄土真宗に親しんでまいりたいものです。



２．解説　　（１）題号

「教章」の

「教」とは、教法のこと、すなわち浄土真宗のみ教えです。

「章」とは、「文章」という熟語があるように「あきらかにする」という意味があり、また
「旗章」という熟語もあるように、「旗印」という意味もあります。

例えば、「風林火山」という旗を見ると、武田の軍勢だと人目でわかるように、この
「教章」を見れば、一目で浄土真宗がわかる、というものです。

武田信玄の旗印

故其疾如風、其徐如林、侵掠如火、

難知如陰、不動如山、動如雷霆  （孫子）

故に其の疾きこと風の如く、

其の徐（しず）かなること林の如く

侵掠（しんりゃく）すること火の如く

知りがたきこと陰の如く、

動かざること山の如く

動くこと雷霆（らいてい）の如し

徳川家康の旗印

厭離穢土欣求浄土厭離穢土欣求浄土厭離穢土欣求浄土厭離穢土欣求浄土（源信・往生要集より）

往生要集　の　目次
巻上 大文第一 厭離穢土厭離穢土厭離穢土厭離穢土--地獄・餓鬼・畜生・阿修羅・人間・天人の六道を説く

 大文第二 欣求浄土欣求浄土欣求浄土欣求浄土--極楽浄土に生まれる十楽を説く
 大文第三 極楽証拠--極楽往生の証拠を書く。
 大文第四 正修念仏--浄土往生の道を明らかにする。

巻中 大文第五 助念方法--念仏修行の方法論。
 大文第六 別時念仏--臨終の念仏を説く。

巻下 大文第七 念仏利益--念仏を唱えることによる功徳。
 大文第八 念仏証拠--念仏を唱えることによる善業。
 大文第九 往生諸行--念仏の包容性。
 大文第十 問答料簡--何よりも勝れているのが念仏であると説く。

家康の部下には、三河門徒が多くいたことも影響していると言われる
　　例えば、本田正信（江戸幕府の初代の大老）

げんしんこうかいいちだいきょう　　　へんきあんにょうかんいっさい　　せんぞうしゅうしんはんせんじん　　　ほう け　 に　 どしょうべんりゅう

源信広開一代教　　偏帰安養勧一切　専雑執心判浅深　　報化二土正弁立
ごくじゅうあくにんゆいしょうぶつ　　　がやくざい　ひ　せっしゅちゅう　ぼんのうしょうげんすいふけん　　　　だいひ　む　けんじょうしょうが

極重悪人唯称仏　　我亦在彼摂取中　煩悩障眼雖不見　　大悲无倦常照我

源信は、釈尊が一代かけて完成した教えを広く説き明かし

ただひとすじに安養（浄土の教え）に帰依し、世のすべての人に、その教えを信ずることを勧めた

専ら仏の教えを信ずるのと、雑多ことに迷い走るとらわれた心の浅はかさを浅深（明確）にし

報土真実と化土方便の二つの浄土の違いを説明した

極重悪人はただ阿弥陀仏の名号を称えよ

私も亦、阿弥陀仏の摂取光の中に包み込まれるのだ

煩悩により眼に差し障りがあるために見えないけれども

大悲阿弥陀仏の慈悲は、倦むこと无く常に我が身を照らしている



２．解説　　（２）副題

　旧「教章」では「私の宗教」と示されていました。宗教は、他人のためのものではなく、
まさしく自分自身のためのものであることを明らかにしてくださいました。

　このたびの新「教章」では、「私の」という主体的営みであることは、そのまま継承され
つつ、その主体的営為が、実践としてのひろがりを持ってほしいとの願いから、「私の
歩む道」とお示しくださったのではないかと伺えます。

　「宗教」という言葉は語感が変わってしまい、よくない印象を持つ人が増えてしまいま
した。しかし「宗教」は人の究極的な問題を、その根本を解決する大変重要なもので
す。自分自身の生き方に即したものであることを、示してくださったものと受けとめてい
ます。



２．解説　　（３）宗名

　旧「教章」では「浄土真宗本願派」と示されていました。これは、宗教法人法に基づく、
宗派の正式名称です。

　新「教章」は、これは[宗派]の小目として別立てで取り扱われておりますので、ここに
言われる[宗名]とは、宗派の名称ではないということです。
　つまり、ここでの「浄土真宗」とは、宗派の名称としてではなく、

　　　浄土真宗をひらきつつ　　　　　　　　　　　　　　　　　（『註釈版』５９５ﾍﾟｰｼﾞ）

　と示された、言わば、教えの名のりです。

　この「浄土真宗」という宗名は、教えの内容を示す名称でもあります。

　仏教各派の宗名には、意思さまざまなつけ方があります。たとえば「天台宗」であれ
ば、「天台山」という地名もしくは「天台大師」という人名に基づいてつけられたもので、
「日蓮宗」であれば日蓮上人という人名によってつけられた名称です。「華厳宗」なら
『華厳経』という正依の経典によってつけられた名称です。

天台山は、中国浙江省中部の天台県の北方2kmにある霊山である。
　　　　　　　最高峰は華頂峰で標高1,138m。
　　　　　　　法華経を根本経典とした中国天台宗の開祖智顗ゆかりの地として、
　　　　　　　古くから信仰を集めている。

これらに対し、私たちの「浄土真宗」は、教えの内容を表した名称とされています。

　教行信証の「教巻」には、

　　　大無量寿経　真実の教　浄土真宗　　　　　　　　　（『註釈版』１３４ﾍﾟｰｼﾞ）

　と示され、また『御消息』には、

　　　選択本願は浄土真宗なり　　　　　　　　　　　　　　（『註釈版』７３７ﾍﾟｰｼﾞ）

とあります。このように浄土真宗は『仏説無量寿経』そのものを著し、その中心の第十
八願の救いそのものを表します。

（第十八願）　設我得佛  十方衆生  至心信樂  欲生我國．
              乃至十念  若不生者  不取正覺  唯除五逆．
              誹謗正法

たとい、われ仏を得たらんに、十方の衆生、至心に（まことに）信楽して（信じ喜んで）、
わが国に生ぜんと欲して、乃至（たったの）十念（十遍の称名念仏）せん。
もし生ぜずは、正覚を取らじ。
ただ五逆（①殺母②殺父③殺阿羅漢④出仏身血⑤破和合僧）と誹謗正法とをば、除く。

　乃至一念　仏説無量寿経・下巻願成就文にある語で、
　　　源空は称名の一声として、ただ一遍の称名でも往生できる意と解し、
　　　親鸞は信心の一念と解して、信心決定による往生を説くものとする

　また『御文章』「宗名の章」（一帖、十五帖）に、

自余の浄土宗はもろもろの雑行をゆるす。わが聖人は雑行をえらびたまふ。この
ゆゑに真実報土の往生をとぐるなり。このいはれあるがゆゑに、別して真の字を
入れたまふなり。　　　（『註釈版』１１０５ﾍﾟｰｼﾞ）

と示されるように、雑行自力を認めないから「真宗」と名乗れるのだという意味です。私
たちの自力でつくったものは、虚仮不実な行ですから、真実の名を冠することはできま
せん。念仏も信心も本願力によって与えられるゆえに「浄土」の教えのなかで、特別に
「真宗」と名のることができるのです。



系統 宗 開祖 御本尊 主な本山

法相宗 成唯識論
弥勒菩薩
薬師如来

奈良　薬師寺
奈良　興福寺

律　宗
鑑真
　　688-763

梵網経
四分律
法華経 *1

盧舎那仏
奈良　唐招提寺
京都　壬生寺

華厳宗
良弁
　　689-773

華厳経 毘盧舎那仏
奈良　東大寺
京都　高山寺

密教系 真言宗
空海　弘法大師
　774-835

大日経    *3
般若心経 *2　
金剛頂経

大日如来
京都　東寺
紀伊　金剛峰寺

密教
＆法華系

天台宗
最澄　伝教大師
　767-822

法華経    *1
大日経    *3
阿弥陀経

釈迦牟尼仏
薬師如来

比叡山　延暦寺
日光　輪王寺
上野　寛永寺

法華系 日蓮宗
日蓮　立正大師
　1222-1282

法華経    *1
大日経    *3
阿弥陀経

久遠実成
釈迦牟尼仏

身延　久遠寺
池上　本門寺

浄土宗
源空　円光大師
 （法然）
　1133-1212

無量寿経
観無量寿経
阿弥陀経

般若心経 *2
阿弥陀仏
観音菩薩（左）
勢至菩薩（右）

京都　知恩院
東京　増上寺
粟生　光明寺

浄土真宗
親鸞　見真大師
　1173-1262

無量寿経
観無量寿経
阿弥陀経

阿弥陀仏
京都　西本願寺
京都　東本願寺

融通
念仏宗

良忍　聖應大師
　1072-1132

法華経    *1
華厳経

阿弥陀経
観無量寿経
梵網経

十一尊
天得如来

大阪　大念仏寺

時　宗
智真　証誠大師
　(一遍)
　1239-1289

無量寿経
観無量寿経
阿弥陀経

阿弥陀仏 藤沢　遊行寺

臨済宗
栄西　千光法師
　1141-1215

所依の経典を
立てない
（看話禅)

金剛頂経
観音経
般若心経 *2

釈迦牟尼仏
京都　妙心寺
鎌倉　建長寺

曹洞宗
道元　承陽大師
　1200-1253

所依の経典を
立てない
(只管打坐)

法華経 *1
般若心経 *2
涅槃経

釈迦牟尼仏
越前　永平寺
鶴見　総持寺

黄檗宗
隠元　真空大師
　1592-1673

所依の経典を
立てない

阿弥陀経
般若心経 *2

釈迦牟尼仏 京都　萬福寺

＊３　『大毘盧遮那成仏神変加持経』、別名『毘盧遮那経』（びるしゃなきょう）、『大日経』（だいにちきょう）は、
　　　　7-8世紀頃成立したと考えられる密教経典である

奈良
仏教系

浄土系

禅　系

日本仏教十三宗

所依の経典

＊１　漢訳仏典圏では、鳩摩羅什訳の『妙法蓮華経』が、「最も優れた翻訳」として、天台教学や多くの宗派の信仰上の
　　　　所依として広く用いられており、「法華経」は「妙法蓮華経」の略称として用いられる場合もある。

＊２　日本では仏教各派、特に法相宗・天台宗・真言宗・禅宗が般若心経を使用し、その宗派独特の解釈を行っている。
　　　　ただし、浄土真宗・真宗は『浄土三部経』を、日蓮宗・法華宗は『妙法蓮華経（法華経）』を根本経典としているため
　　　　般若心経を唱えることはない。

　　　　これは当該宗派の教義上、用いる必要がないということであり、心経を否定しているのではない



２．解説　　（４）宗祖

　ご誕生・ご往生、ともに本願寺派では、新暦に換算した日を用いています。
親鸞聖人を宗祖と仰ぐ同じ真宗の中でも他の宗派では旧暦のまま御正忌を１１月２７
日で務められているところもあります。

　なお、旧暦と新暦には数十日のズレがありますが、歴史学などでは旧暦と西暦とを
同じ年と見なして表記しています。

　従って、ご往生の年、「弘長二年」は西暦では１２６３年と表記されています。
旧「教章」の古い版では、「一二六二年」となっているものもありますが、ご往生の年月
日を新暦に換算すれば、次の年の「一二六三年一月十六日」ですので、旧「教章」でも
途中からは「一二六三年」となっています。

　旧「教章」との相違で言えば、「見真大師」の大師号が、新「教章」では記載されてい
ません。これは、直接には、先の「宗制」改正を受けるものです。「宗制」では、なぜ言
及されなかったかというと、立教開宗には直接関わらないジコウだからとされていま
す。

２．解説　　（５）宗派

浄土真宗本願寺派は、宗派の正式名称です

（浄土真宗の宗派）　＝　（真宗教団連合）

浄土真宗本願寺派 　本願寺　   西本願寺　    京都市下京区
真宗大谷派              真宗本廟　東本願寺　    京都市下京区
真宗高田派              専修寺　　 高田本山       三重県津市
真宗佛光寺派           佛光寺   　    　　　　　　　京都市下京区
真宗興正派              興正寺                         京都市下京区
真宗木辺派             錦織寺                         滋賀県野洲市
真宗出雲路派          毫摂寺      五分市本山  福井県越前市
真宗誠照寺派          誠照寺      鯖江本山      福井県鯖江市
真宗三門徒派          専照寺      中野本山      福井県福井市
真宗山元派             證誠寺      横越本山      福井県鯖江市

２．解説　　（６）本山

　通称としての「西本願寺」は、旧「教章」と同様ですが、今回の新「教章」では、新たに
「龍谷山」という山号が明示されました。

本願寺は、第１１代顕如宗主の時代に現在の京都堀川の地に移りましたが、それ以前
は、大坂の石山本願寺であったり、山科本願寺であったり、たびたび移転を繰り返して
います。本願寺の原初としては、覚如上人の時に、宗祖親鸞聖人の廟堂として建立さ
れましたが、それは、京都東山の「谷龍（おおたに）」の地にありました。

本願寺の原初の地を示す「谷龍」の字から、山号を「龍谷」とすることによって、本願寺
派の本山を明確に示してくださったといえるでしょう

今日、我が宗門の関係学校は、全国に多数ありますが、その中には、京都の龍谷大
学をはじめとして「龍谷」の名を冠する学校も少なくありません。「龍谷総合学園」という
宗門関係学校の連盟もあります。その宗門校の名称の根拠を明治することにもなり、
浄土真宗の教えに基づいていることが明確になりました。



２．解説　　（７）本尊

　旧「教章」とまったく同じです。

　「阿弥陀如来」は、言うまでもなく、覚体としての阿弥陀さま。木像や絵像としての御
本尊です。「南無阿弥陀仏」は、名号本尊としての六字名号で、どちらも正式な「本尊」
です。

　名号「南無阿弥陀仏」が本尊であるというのは、浄土真宗の大きな特徴です。

　他宗の論理では、木像がもっとも詳細なお姿で、絵像・名号は、簡略化とおもわれ勝
ちですが、当流では、まったく同等です。

　それは、本願成就分に「聞其名号」とあるように、私たちが、直接出遇っている如来さ
まは、「南無阿弥陀仏」の名号だからです。そこには私たちの信心としての帰命の「南
無」まで用意してくださって、私のもとに来てくださる如来さまです。

だから、「南無」まで含めて本尊とするのであり、「阿弥陀仏」だけを本尊とするのでは
ありません。私たちの出会っている如来さまは、「南無」まで用意してくださった「南無阿
弥陀仏」なのです。

２．解説　　（８）聖典

　旧「教章」では、「経典」として「浄土三部経」とされていましたが、このたびの、新「教
章」では、「浄土三部経」のほかに、「宗祖　親鸞聖人が著述された主な聖教」として、
「正信偈」と「三帖和讃」が挙げられ、さらに、「中興の祖　蓮如上人のお手紙」として
『御文章』が挙げられています。

これは、私たちの日常の勤行、正信偈・和讃六首引・御文章拝読という形であるからで
しょう。勤行に用いられ親しまれていることから、これらを「聖典」として、お示しくださっ
たとうかがいます。

　宗祖の主著は、もちろん『教行信証』で、教義体系としては『教行信証』を中心とする
ことは言うまでもありませんが、平素なじみの深い「勤行聖典」として「正信偈」を「聖
典」として示されています。

　また、「聖典」と似た意味の語に「聖教」があります。「聖教」としては、宗祖の著述を
はじめ、七祖すべてにわたって、「宗制」では細大もらさず明記してあります。

　今は、宗門において身近に普及しており、平素から勤行において親しんでいる意味
において、「浄土三部経」・「正信偈」・「三帖和讃」・『御文章』が選ばれたということで
しょう。



２．解説　　（９）教義

　「教義」を一言で表すのは、実は至難の業です。『歎異抄』第十二条に、

　　本願を信じ念仏を申さば仏に成る。
　　そのほか、なにの学問かは往生の要なるべきや。　（『註釈版』八三九頁）

というお言葉がありますが、簡潔にして要をえた、すぐれた教義表現です。

　『本願を信じ」（「至心・信楽・欲生我国」）、「念仏を申さば」（「乃至十念」）、「仏に成
る」（「若不生者、不取正覚」）と、まさしく第十八願の法義の内容を的確に明示されて
います。

　そこで、試みに、この『歎異抄』の分と、今回の新「教章」の文とを読み比べてくださ
い。そこから、この「教章」の意図が見えてくるように思うのです。

　最初の二行「阿弥陀如来の本願力によって信心をめぐまれ、念仏を申す人生を歩
み」は、先の第十八願の内容です。さらに「この世の縁が尽きるとき浄土に生まれて仏
となり」は、第十一願の内容ですが、ここまででしたら、『歎異抄』でも触れられていま
す。ですが、「迷いの世に還って人々を教化する」の一段は『歎異抄』には無い内容
で、第二十二願、還相回向の内容こそが、このたびの「教章」で、特に強調されたかっ
たことではないかとおもわれるのです。

　直接的には、曇鸞大師の『往生論註』末尾の三願的証に、根拠をおくもので、なじみ
の深いものでは、「正信偈」の曇鸞章に、『論註』の義を簡潔に、

惑染凡夫信心発　証知生死即涅槃　　　　　第十八願　　往相

必死無量光明土　　　　　　　　　　　　　　　　　第十一願　　往相

諸有衆生皆普化　　　　　　　　　　　　　　　　　第二十二願　還相

　と示されています。この往還の二回向が他力のはたらきによることを示してあるのが
『論註』の義で、これを承けて、『教行信証』の冒頭に、

つつしんで浄土真宗を案ずるに、二種の回向あり。
一つには往相、二つには還相なり。　　　　　（『註釈版』一三五頁）

とお述べになっています。このように「往相」、「還相」の二回向が宗祖の教学の基本的
骨格になっているのです。

　一切にも満たない幼児が亡くなったとします。お寺参りをしたこともなければ、一声の
念仏も称えたこともない、そういう子は、浄土真宗以外の教えなら、迷っているとしか言
えないでしょう。でも、私が手を合わす身になれたのは、あの子のおかげと気付いた
時、その子は還相の菩薩だったと味わえる世界があります。

　もちろん、仏教は、死者の行き先を第三者的にに論じ、成仏の可否を説明するもの
ではありません。しかし、還相の菩薩と敬っていくことのできる道が、浄土真宗ならでは
の尊い世界でしょう。

（第十一願）  設我得佛．國中人天．不住定聚．必至滅度者．
              不取正覺．

（第十八願）　設我得佛．十方衆生．至心信樂．欲生我國．
              乃至十念．若不生者．不取正覺．唯除五逆．
              誹謗正法．



（第二十二願）設我得佛．他方佛土．諸菩薩衆．來生我國．
              究竟必至．一生補處．除其本願．自在所化．
              爲衆生故．被弘誓鎧．積累徳本．度脱一切．
              遊諸佛國．修菩薩行, 供養十方．諸佛如來．
              開化恆沙．無量衆生．使立無上．正眞之道
　　　　　　　超出常倫．諸地之行．現前修習．普賢之徳．
              若不爾者．不取正覺．



２．解説　　（１０）生活

　私たちの信仰生活について、具体的にには「聴聞」（「阿弥陀如来の　み心を聞き」）
「念仏」（「念仏を称えつつ」）とが、生活実践であるとご教示くださっています。

浄土真宗は、他力の信心を恵まれるみ教えです。自分で考える信心や、自分で作る信
心では、他力ではありません。そして、自分でつくったものなら、迷いの因ﾓﾄにしかなら
ず、他力によって恵まれる新人だからこそ、仏因になるのです。

　その他力の信は、聞くことによってのみ成立します。信心は心の領域ですが、心の領
域であるにもかかわらず、私の心のはたらきをそのまま「聞　ﾓﾝ」で語ります。

それが、聞くままがそのまま信心であるという、聞即信　ﾓﾝｿｸｼﾝ　の法義なのであり、
浄土真宗は聴聞にきわまるといはれる所以です。如来さまの呼び声を聞き、如来さま
の名のりのいわれを素直に聞くほかないのです。

　この阿弥陀如来のみ心、阿弥陀如来の願いを聞かせていただく時、そこから「つねに
わが身をふりかえり」、つまり、如来さまの智慧のひかりに照らされることによって、私
の本当の姿、自己中心で深い闇をかかえた、恥ずべき身であることの気付き（「慙
愧」）、また同時に、そのような私のために、常にはたらきつづける本願のお誓いの中
にあったと気付く喜び（「歓喜」）、これが、私たちの信心の内実なのです。
　厳しい自己内省と、救いの喜びとに支えられながら、返しても返しきれない如来さま
のご恩に報いるためには、ねてもさめても、いのちのあらんかぎり、称名相続させてい
　聖道門の自力の難行は、まさしく命のぎりぎりまで追い詰めるもので、たとえば千日
回峰行などは、平凡な生活をしている私どもには、とてもできるものではありません。

しかし、この自力の行は、確かに難行ではありますが、千日目には達成というゴール
があります。しかし、私たちのご報謝には、もうこれで良いという終わりがありません。
返しきれない報謝の生活です。その意味では、また別の厳しさがあると言えるでしょ
う。

　そして、如来さまの智慧のひかりに照らされて、確かな方向性を見いだすことができ
た身ですから、もはや迷信に迷う必要はありません。「現世祈祷などにたよることなく」
無碍の一道を歩むのです。

　時々、名前の画数を気にして、名前の完治を還る人が見られます。おそらくは、字画
などの姓名判断によっているのでしょう。人生は自分の才能と努力により切り開いてい
くものです。

　しかし、その人生はさまざまな要因と条件との関わりによって、すべては成立します。
ですから順調なときもあり、逆境のときもあります。

　最近は、もう変わっているかもしれませんが、数年前、ある航空会社の飛行機に乗っ
た時、座席番号が、三番目の次が、なんと五番でした。その間に非常口があるとかい
うのではなく、完全に連続した座席なのに、四番が飛ばされていたのです。想像に過ぎ
ませんが、やはり「四」という数字が「死」を連想したからでしょう。

　常識的に考えて、ひとたび飛行機事故がおこったら、四番に座っていた人だけが亡く
なるということは、まずありません。飛行機は、金属の塊を空にとばすというほ　どの、
いわば科学の最先端と言ってよいでしょう。その科学の最先端において、いまだに
「四」にたいする迷信が残っているということは、迷信は、科学では解決しきれないもの
があるということです。科学でも解決できない迷信を、まさしく断ち切っていくのが、浄
土真宗の法義です。



　こちらから祈り、こちらからねがうのではありません。「必ず救う」という如来さまの願
いを聞かせていただくのです。

２．解説　　（１１）宗門

　如来さまから一味の信心を賜ったもの同士ですから、お互いを、ともにご法義仲間と
して敬い合って生きるのが、「同朋教団」です。

　ともに等しく仏弟子ですから、私たちの法名には、みな「釈」の字を冠しています。こ
れは、ともにお釈迦さまのの弟子となることの名のりです。

　お釈迦さまの僧伽 ｻﾝｶﾞ では、弟子として入門した者は、皆等しく仏弟子として敬い
合ったのです。

　法名に「釈」の字をいただいている意味をかみしめ、ますます、御同朋のこころを実
践していかねばなりません。

　阿弥陀さまの智慧と慈悲によって救われた私たちですから、「人々に阿弥陀如来の
智慧と慈悲を伝える教」でなければなりません。ちょうど、磁石にくっついた釘は、その
釘も磁力を放つように、阿弥陀さまの智慧と慈悲を身に受けて、人々にまた、この阿弥
陀さまの智慧と慈悲を伝えることのできる身となるのです。

　あくまで煩悩具足の身には違いありませんが、お念仏をよろこぶ姿やその積極的な
生き方を、ほかの人々が見た時、お念仏の生活は、こういうあたたかい世界なのかと
知ってくれるでしょう。

　この常行大悲の人生が、他人を蹴落として自分だけが幸福になろうとする現代社会
の生き方から、「自他ともに心豊かに生きることのできる社会の実現」を目指す歩みと
なるのであり、これこそが、副題として「私の歩む道」と表されたおこころではないかと
伺うところです。


